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「脂質異常症の薬」について
たしろか

薬剤師 団代佳奈子

脂質異常症（高脂血症）の治療は、まずは禁煙や食

事療法、運動療法などによる生活習慣の見直しから始

まります。これらを行ってもそれぞれの脂質管理目標

値を達成できない場合、薬による治療を開始していき

ます。

脂質異常症の薬は大きく分けてLDLコレステロール

低下作用のある薬、中性脂肪低下作用の薬に分けるこ

とができ、細かく分けると 8つに分類することができ

ます。下げたい脂質に合わせて薬を選択していきます。

主な作用 分類 主な薬の商品名

HMG－仁oA還元酵素阻害lクレストール、 1）パ口等
薬（スタチン）

陰イオン交換樹脂 コレパイン等 I 

LDL-C 一一一一一寸
j、腸コレステロル卜ラ ｜ 

低下 ゼチーア ｜ 
ンスポーター阻害薬 ｜ 

プ口ブコール シンレスタール等i ｜ 

PCSK9阻害薬 レバーサ、プラル工ン卜

中性フィブラ卜系 ベザトルSR、リピディル等

脂肪値ニコチン酸誘導体 ユベラ等

低下回A製剤 工パデーjレ等

これらの薬の中で主な作用としてLDLCを低下させ

る薬について、どのように効果を発揮しているのかお

話ししていきます。

まずは、これらの薬の中でよく使われる HMG-CoA

還元酵素阻害薬｛スタチン｝です。コレステロールは

肝臓で作られますが、その際にHMG-CoA還元酵素とい

う酵素が必要です。この酵素を阻 a困問血
害することでコレステロールの産 H制時間 置間同時

生が抑制され、血中のコレステ 向 回 向

ロールが下がります。 クレストール

次に、陰イオン交換樹指についてです。胆汁酸とは

食物の脂肪を吸収しやすくするための物質です。この

胆汁酸はコレステロールから作られるのですが、一部

が消化に使われた後再び体内に吸収

されて戻ってきます。陰イオン交換

樹脂はこの再び吸収される過程を阻

害します。新しく胆汁酸を作る際コ
コレ／｛イン

レステロールを使うことから血中のコレステロールを

下げることが出来ます。

次に、小腸コレステロールトランスポーター阻害薬に

ついてです。この薬は食事などにより摂取したコレス
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ゼチーア

テロールの吸収に重要な働きをす

るコレステロールトランスポー

ター（輸送体）を阻害します。そ

のため血中のコレステロールを下

げることが出来ます。

最後に PCSK9阻害薬についてで、す。 LDL-Cを下げる

ためには肝細胞内に LDLCを取り入れる LDL受容体と

いうものが必要になります。この薬はこの LDL受容体

が分解され減少することを阻害す

ることで肌受容体の数を保ち、 ,~.~ 
血中の LDLCを肝細胞内に取り込 可 二 ~＿＿，. -

みコレステロールを下げることが

出来ます。

レバーサ

それぞれの薬にはコレステロールを下げる良い面だ

けではなく、注意する副作用症状があります。例えば、

スタチンやフィブラート系の薬にて代表的なものに横

紋筋融解症があります。その際、筋肉痛、脱力感、褐

色尿などの症状が現れてきます。陰イオン交換樹脂薬

では腸閉塞に注意が必要です。

もし、薬を服用していつもと違った症状が現れるこ

とや、気づいたことがあればすぐに医師や薬剤師に相

談するようにして下さい。また、飲み合わせの悪い他

の薬や食品等もあるため、服用を開始する際は医師や

薬剤師にご確認ください。
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糖尿病内分泌内科では代謝・内分泌疾患の専門的

診療を行っています。代表的な代謝疾患として糖尿

病、脂質異常症などがあり、内分泌疾患として甲状

腺疾患（パセドウ病・橋本病・バセドウ眼症など）、

下垂体疾患（先端巨大症・クッシング病・尿崩症な

ど）、副腎疾患（副腎腫蕩・クッシング症候群・原

発性アルドステ口ン症など）があります。

糖尿病教育入院では、糖尿病合併症の詳しい検査

を行うとともに、独自の糖

尿病教育パンフレットを使

用し、各職種が担当する糖

尿病教室（週4回）も行っ

ていますので、糖尿病の基

本である「自己管理のため

の知識と技術」を短期間で

習得できます。また妊娠糖尿病患者さんの診療や2

次性高血圧症の原因を調べる検査入院なども積極的

に行っています。

｜糖尿病・内分泌内科より｜

r11質異向固 吊症」
について

糖尿病・内分泌内科部長
にしかわ たけし

西川武志
脂質異常症（高脂血症）とは、血液中に含まれる

コレステロールや中性脂肪などの脂質が、一定の基

準よりも高い、または低い状態のことをいいます。

具体的な数値で言うと LDLコレステロール値が

140mg/dl以上、 HDLコレステロール値が 40mg/dl未

満、中性脂肪が 150mg/dl以上を脂質異常症と診断

します。 LDLコレステロールとは時々テレビなどで

言っている悪玉コレステロールのことであり、 HDL

コレステロールとは善玉コレステロールのことで

す。テレビでは脂質異常症の Vロ Wo 

ことを「血液がドロドロの状
~ー竺竺ー

態」等と言っているようです。

脂質異常症そのものには、自覚症状はほとんどあ

りません。しかし、放っておくと、血管の動脈硬化

が少しずつ進んでいきます。動脈硬化が起こると、

血管の内腔が細くなります。

さらに血管そのものが固く

なり、弾力性が失われます。

その結果、血管が詰まった

り、もろくなって破れやす

くなったりします。動脈硬 ノグl

化症が脳に起こると、脳梗 ’ ＼ 

塞や脳出血に、心臓に起こ －／ 一

ると狭心症や心筋梗塞に、足に起こると末梢動脈疾

患という病気になります。いずれも怖い病気で、生

命が奪われることがあります。現在、日本人の約

1/4が動脈硬化症を原因とした脳疾患や心疾患など

で亡くなっているといわれています。

それでは脂質異常症の治療はどのようにして行わ

れるのでしょうか。脂質異常症の原因は人それぞれ

ですが、多くの患者さんでは何

らかの遺伝的素因（体質）を持っ

た上に、不良な生活習慣が重な

り、発症していると考えられて

います。そこで治療ではまず生

活習慣の改善を行います。ここ

には食事療法、運動療法のほか、

動脈硬化症のリスクを少しでも

減らすため、禁煙や肥満の是正

も入ります。それでも改善が十分でない時は薬物療

法が行われます。医学の進歩に

より、 LDLコレステロール低下

作用の高い薬剤が増えてきまし

た。特にスタチンと呼ばれてい

る薬や、最近発売された PCSK9

阻害薬（注射薬）という薬では、

50%～ 75児も LDLコレステロー

③ 

ルを下げることができます。こ ・四’
れまで脂質異常症の治療を行っ

ても、既にある動脈硬化症は治せないと言われてき

ました。しかしスタチンや PCSK9阻害薬で強力に

LDLコレステロールを低下させると動脈硬化症が少

し減ることが報告されました。まだすべての患者さ

んに、また元のような動脈硬化症の無い健康な血管

に戻せるわけではありませんが、少しずつ医学は進

んでいます。

脂質異常症に痛みはありません。しかし放ってお

くと、血管の動脈硬化が進みます。

脂質異常症を放置せず、適切な診

療を受けてください。


